
　（別紙４（２）） 事業所名 :　グループホームゆうきの家

目標達成計画 作成日：　平成２２年　４月　１１日

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優
先して取り組む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

一年に２回の防火訓練を行なっているが、
再度地域の方々に協力を依頼し、火災の
発生を未然に防止するとともに、災害が発
生した場合に被害を最小限にとどめる必要
がある。

災害時、地域とお互いに協力ができるよ
う協力体制の強化を図る。

協力体制の強化として、今年度初回運営推進
会議時に、再度周知し、推進会委員と小田地
区消防団の協力を得る。年１回、避難訓練時
の参加協力を得る。災害対策はマニュアル作
成しているが、定期的確認を行なう。

６ヶ月

2 ４

２ヶ月に１回の運営推進会議を行っている。
家族の参加はあるが、全家族への情報提
供ができていない。口頭では、面会時に伝
えているが、文面での提供ができていな
かった。

文面での家族との情報共有 運営推進会議時の資料（生活の様子など）・
会議内容を定期的に配布する。
運営推進会議と家族会の交流を図る。 ６ヶ月

3 16

１年に１回の家族会と、面会時に家族の要
望等を聞いている。苦情窓口を提示してい
るが、外部の苦情相談窓口が提示できてい
なかった。

外部苦情相談窓口の情報提供を明らか
にする

重要事項に記載し、契約時に情報を提供す
る。

１ヶ月

4

5

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。
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